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西畑Ｂ遺跡の概要
　ここに報告する西畑Ｂ遺跡の南区と北区の発掘調査は 2006 年 7月 5日～ 9月 13 日に、西区の試
掘調査は2007年２月13日～3月2日にかけて、国道411号塩山バイパス建設に先立って行いました。

西畑Ｂ遺跡南区全景 [南から ]

石垣を境に南区は低い土地
　南区は旧河道にあたり、転々とある巨石の間を細かい砂が堆積しています。上の写真の左側（西側）
は用水路です。用水路の中の段差がある部分には、かつては水車があったそうです。用水路付近から、

近世から近代の遺物が多く出土しました。こ
の土地は、畑として利用されていため、耕作
に支障が少ない用水路脇に、不要なものを埋
めたようです。

　左は土層の断面をていねいに削った写真
です。細かい縞のようなラミナがたくさん
観察できます。ラミナは、この土層が水流
で運ばれてつくられた証拠です。この土地
が洪水の影響を受けていることがわかりま
す。
※ラミナ：葉理ともいわれ、粗砂以下の洪水堆積層の
　中にみられる薄い縞状[10ｍｍ以下]の堆積構造です。

第２トレンチ土層断面 [南から ]
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西畑Ｂ遺跡北区全景 [南から ]

中世の土器が出土！
　内耳鍋という土器が出土しました。吊り下げる
ためのヒモを付ける耳のような環（わ）が鍋の内
側に付いています。煮炊きをするときに、ヒモが
燃えないようにつくられたものです。これなら金
具をつかわなくても、立派に役を果たします。
　また「カワラケ」といわれる土師質土器の皿が
７点出土しています。

　西畑Ｂ遺跡の西側には、「保坂氏屋敷（遺跡番号 212）」が隣接しています。ここの屋敷には、
天正２年（1574）の保坂次郎右衛門尉宛の武田家朱印状が伝えられています。保坂次郎右衛門尉は、
黒川金山に関わる金山衆のひとりであったことがわかります。今回、発見した土器は、この文書
が書かれた時代に、この場所で生活が営まれていた証拠となりました（詳細は第2章）。

黒川金山の金山衆

内耳鍋 (15 世紀中頃 )

内耳鍋 (15 世紀中頃 )実測図カワラケ [皿 ](14 世紀～ 15世紀前半 )
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西畑Ｂ遺跡西区全景 [南から ]

縄文時代中期末の土器が出土！

縄文土器 (2)
（中期末 4000 年前）

　出土した土器片をつなぎ合わせると、残っ
ている部分だけで高さ 34 ｃｍもある大きな
土器になりました。
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縄文土器 (1)[ 中期末 約 4000 年前 ]

縄文土器 (3)[ 中期末 約 4000 年前 ] 縄文土器 (23)[ 後期初頭 約 4000 年前 ]

土器捨て場
　縄文土器の包含層は東に向かって大きく傾い
ており、役割を終えた土器などを納めた「土器の
送り場」と考えられます。
　縄文土器包含層を取り除くと、巨大な石がごろ
ごろする河原のような状態になりました。ここ
が、土石流のような激しい洪水に襲われる場所で
あることを物語っています。

西区「土器の送り場」付近 [北から ]
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北田中遺跡の概要
　ここに報告する北田中遺跡の発掘調査は、2006 年８月７日～９月 15日にかけて、国道 411 号
塩山バイパス建設先立って行いました。

北田中遺跡全景 [北から ]

巨石の間に土器が集中する傾向あり！

赤く塗られた土師器坏 (18)（古墳時代後期）

　調査地点は、重川南岸の国道 411 号沿いの低い土地です。作業員が移植ゴテで掘っている付
近から古墳時代後期の土器が集中的に出土しました。

　この土師器は、非常にていねいに仕上げられ
ています。銘々が用いる食器として、使われた
ものです。

はじき つき
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調査区東壁　南側

調査区東壁　中央部分

　上から 2番目の厚い白っぽい
土層が、明治 40 年水害で堆積し
た「花崗岩片混じりの灰粗砂層
です（詳細は第 27 図参照）。

　黒褐色シルト質土ブロック
混じりの黄灰差質土が、近世～
近代の掘り込み（落込１）を
覆っていた土層です。

須恵器　坏蓋（25）

須恵器　坏（24）

須恵器の出土状態

つきふた

つき



土師器　球胴甕 (51)

土師器　長胴甕 (56)

土師器　球胴甕 (27)

土師器　長胴甕 (57)

瓦質土器 (65)
土師器　甑　底部破片 (62)

　底に穴が空いています。この穴から蒸気を通して
食物を蒸しました。

　この瓦質の土器だけが、中世のものです。
県外で生産されたものと思われます。

こしき

かめ
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高坏 (23)［古墳時代後期］黒漆塗り

　溜まった漆が固まったようなものが付着しています。漆塗の製品ではなく、漆塗り工程で使用さ
れた器と考えられます。直接接合しませんが、高坏 (23) の一部と思われます。

高坏 (24)［古墳時代後期］黒漆塗り

年間を通して乾燥が進まない環境に埋まっていたと思われ、光沢のある漆膜が残っています。

黒漆が付着した破片 (22)黒漆が付着した破片 (21)

viii
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